
12月定例会の会議状況・12月定例会のおもな案件

多
治
見
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
る
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
い
わ
ゆ
る
、こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る

基
準
に
従
い
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

［
施
行
日
］
公
布
の
日

多
治
見
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

　
令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
12
年
4
月
1

日
ま
で
の
職
員
定
数
に
つ
い
て
、
第
6
次
定
員

適
正
化
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
職
員
定
数
を
改

め
る
も
の
で
す
。な
お
、令
和
12
年
度
以
降
に
見

込
ま
れ
る
職
員
の
大
量
退
職
を
見
据
え
、
そ
の

定
数
を
7
8
0
人
か
ら
8
1
5
人
に
し
ま
す
。

［
施
行
日
］
令
和
8
年
4
月
1
日

多
治
見
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

　
事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
、

市
長
か
ら
一
般
廃
棄
物
ま
た
は
産
業
廃
棄
物
の

処
理
の
承
認
を
受
け
た
事
業
者
の
う
ち
、
一
部

の
者
に
よ
る
不
適
切
な
廃
棄
物
の
搬
入
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、設
備
の
修
理

や
操
業
停
止
の
事
態
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
り
、廃

棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
な
運
営
の
た

め
、不
適
切
事
案
へ
の
措
置
と
し
て
、処
理
承
認

の
取
り
消
し
規
定
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

［
施
行
日
］
令
和
8
年
4
月
1
日

多
治
見
市
霊
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

　
多
治
見
市
平
和
霊
園
、
多
治
見
市
北
市
場
霊

園
お
よ
び
多
治
見
市
森
下
霊
園
に
係
る
え
い
地

の
使
用
権
の
規
定
お
よ
び
永
代
使
用
料
の
見
直

し
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

［
施
行
日
］�令
和
8
年
4
月
1
日
。た
だ
し
、え
い

地
の
永
代
使
用
料
に
係
る
算
出
方
法

に
関
す
る
規
定
は
、令
和
8
年
7
月

1
日

令
和
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）を
可
決

　
多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
4
億
6
5
9
0
万
4
千
円
を
増
額
し
、5
2
0

億
2
5
8
8
万
1
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
お
も
な
事
業
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
大
学
誘
致
関
係
費�

8
0
1
3
万
円

　
令
和
9
年
4
月
の
移
転
開
学
に
向
け
て
、
中

京
学
院
大
学
が
実
施
す
る
施
設
整
備
等
事
業
に

係
る
補
助
金
の
追
加
な
ど
を
す
る
も
の
で
す
。

□
生
活
安
全
推
進
事
業
費�

99
万
3
千
円

　
多
治
見
警
察
署
と
の
「
た
じ
っ
こ
見
守
り
協

定
」
締
結
に
基
づ
き
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
に
伴
い
、
工
事
請
負
費
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。
な
お
、
防
犯
カ
メ
ラ
本
体
（
2
台
）
は

寄
付
の
予
定
で
す
。

□
保
育
所
備
品
購
入
費�

40
万
9
千
円

　
旭
ケ
丘
保
育
園
の
多
治
見
市
直
営
へ
の
移
行

に
伴
い
、
指
定
管
理
者
か
ら
備
品
を
買
い
取
る

た
め
、
備
品
購
入
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
保
育
所
施
設
整
備
費�

1
3
2
万
2
千
円

　
旭
ケ
丘
保
育
園
の
多
治
見
市
直
営
へ
の
移
行

に
伴
い
、
指
定
管
理
者
が
実
施
し
た
工
事
な
ど

の
簿
価
額
相
当
分
の
補
償
に
よ
る
補
償
金
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

□
意
匠
研
究
所
施
設
整
備
費�

1
4
3
3
万
6
千
円

　
陶
磁
器
意
匠
研
究
所
の
研
修
棟
な
ど
へ
の
空
調
機

設
置
に
伴
い
、工
事
請
負
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

※
財
源
：
陶
磁
器
技
術
振
興
基
金
繰
入
金

□
公
園
施
設
整
備
費�

8
2
4
万
5
千
円

　
坂
上
湧
水
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
整
備
な
ど
に
伴

い
、
工
事
請
負
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
防
災
情
報
提
供
費�

2
6
2
万
5
千
円

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
の

機
器
更
新
に
伴
い
、委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

※�

財
源
：
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
（
充
当
率

1
0
0
％
、
交
付
税
措
置
率
70
％
）

令
和
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）を
可
決

　
多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
10
億
2
5
8
2
万
9
千
円
を
増
額
し
、5
3
0

億
5
1
7
1
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
本
補
正
予
算
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
踏
ま

え
た
生
活
者
支
援
と
し
て
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
配

布
（
市
民
一
人
当
た
り
5
千
円
程
度
）
や
、
子

育
て
世
帯
へ
の
現
金
支
給
を
行
う
た
め
、
委
託

料
や
事
務
費
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

※�

財
源
：
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金

指
定
管
理
者
の
指
定

　
多
治
見
市
か
さ
は
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
う
も
の
で
す
。

［
管
理
者
の
名
称
］

　
社
会
福
祉
法
人
多
治
見
市
社
会
福
祉
協
議
会

［
指
定
期
間
］
令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　

 

令
和
11
年
3
月
31
日
ま
で

意
見
書
1
件
を
可
決

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し

た
意
見
書
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□�

太
陽
光
発
電
設
備
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
及
び

適
正
な
廃
棄
処
理
に
関
す
る
意
見
書

　
あ
て
先　
衆
議
院
議
長　
参
議
院
議
長

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣　
経
済
産
業
大
臣

　
　
　
　
　
環
境
大
臣

12
12
月
定
例
会
の

お
も
な
案
件

12月定例会の会議状況
11月21日（金）本会議（招集～提案説明）
12月  2日（火）�本会議（提案説明、質疑～委員会付託）
　　　　　　　  予算常任委員会（分科会付託）
    　  4日（木）総務常任委員会
　　　　　　　  予算常任委員会第1分科会（質疑）
    　  5日（金）経済建設常任委員会
　　　　　　　  �予算常任委員会第2分科会（質疑）
    　  8日（月）厚生環境教育常任委員会

　　　　　　　  �予算常任委員会第3分科会（質疑）
    　10日（水）�予算常任委員会第4分科会（質疑）
    　15日（月）本会議（市政一般質問）
    　16日（火）本会議（市政一般質問）
    　17日（水）�本会議（提案説明～質疑～委員会付託）
　　　　　　　  �予算常任委員会（分科会長報告（質

疑）、質疑、議員間討議、討論、表決）
    　22日（月）�本会議（委員長報告～討論～表決）

2たじみ議会だより　―市民の声を形に―



12月定例会の議決結果・予算常任委員会で追加補正予算を審査

12月定例会の議決結果
〇全会一致の議案

≪条例制定≫
・�乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例
・�特定乳児等通園支援事業の運営
に関する基準を定める条例
≪条例改正≫
・�市議会議員及び市長の選挙におけ
る自動車の使用及びポスターの作
成の公営に関する条例及び市議会
議員及び市長の選挙におけるビラ
の作成の公営に関する条例
・�行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に
関する条例

・職員定数条例
・職員の給与に関する条例等
・�一般旅券収入印紙等購買基金条例
・手数料条例
・子育ち支援会議条例
・�廃棄物の処理及び清掃に関する
条例
・火入れに関する条例
・屋外広告物条例
・�市における建築物に附置する駐
車施設に関する条例
・火災予防条例
・水道事業給水条例等
・議会委員会条例
≪令和7年度補正予算≫
・一般会計（第3号）

・一般会計（第4号）
・�国民康保険事業特別会計（第2号）
・�介護保事業特別会計（第2号）
・�後期高齢者医療特別会計（第2号）
・水道事業会計（第2号）
・下水道事業会計（第3号）
≪その他議案≫
・事件の訂正（一般会計（第3号））
・指定管理者の指定
・�岐阜県市町村会館組合規約の変
更に関する協議

・�岐阜県市町村会館組合の解散及
び財産処分並びに事務の承継等
に関する協議

・�太陽光発電設備のリサイクル推進及
び適正な廃棄処理に関する意見書

〇賛否が分かれた議案

項　　目 議　　　　案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021
獅
子
野
真
人

亀
井
芳
樹

葉
狩
拓
也

欠

員

黒
川
昭
治

成
田
康
弘

加
藤
智
章

片
山
竜
美

玉
置
真
一

城
處
裕
二

奥
村
孝
宏

吉
田
企
貴

寺
島
芳
枝

柴
田
雅
也

若
尾
敏
之

三
輪
寿
子

林　

 

美
行

仙
石
三
喜
男

井
上
あ
け
み

石
田
浩
司

嶋
内
九
一

条例改正

市議会議員の議員報酬、費用弁償
及び期末手当に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ 退 ○

議　
長

○ ○ ○

常勤の特別職職員の給与に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ 退 ○ ○ ○ ○
霊園の設置及び管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ × ○ ○ ○ ○

注）○：賛成　×：反対　―：採決に参加できない　欠：欠席　退：採決時に退席

物
価
高
騰
対
策
…
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）を
審
査

　
令
和
７
年
12
月
17
日
（
水
）
の
本
会
議
で
、
補
正
予
算
と
し
て
３
議
案
が
追

加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
は
、
国
の

交
付
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）
を
活
用
し
、
物

価
高
騰
に
対
す
る
市
民
生
活
支
援
の
た
め
の
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で
、
市
民

一
人
当
た
り
５
千
円
程
度
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
ほ
か
、
子
育
て
応
援

手
当
給
付
事
業
と
し
て
、
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
対
象
に
、一
人
当
た
り
２
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
12
月
17
日
（
水
）
の
本
会
議
は
一
般
質
問
の
予
備
日
で
し
た
が
、
国
の
動
向

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
市
か
ら
、
急
遽
、
追
加
補
正
予
算
の
提
案
説
明
が

さ
れ
、
質
疑
を
経
て
予
算
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
開
催
さ
れ

た
予
算
常
任
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
長
の
審
査
報
告
の
後
、
追
加
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
質
疑
や
委
員
会
で
の
質
疑
で
は
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
支
給
時
期
に
関

す
る
質
疑
も
あ
り
、
執
行
部
か
ら
は
、
日
本
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
同
様
な

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
支
給
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
期
限
付
き
の
支
給
方
法
の
検
討

を
国
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、ギ
フ
ト
カ
ー
ド
調
達
で
競
争
が
起
き
、

支
給
時
期
が
遅
れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
今
定
例
会
で
補
正
予
算
を
計
上
す
る

こ
と
で
、
他
の
自
治
体
よ
り
先
行
し
て
進
め
、
市
民
に
少
し
で
も
早
く
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
交
渉
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
議
案
は
、
12
月
22
日
（
月
）
の
本
会
議
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
の
中
で
の
市
民
生
活
支
援
と
し
て
、
市
の
迅
速
な
対
応
と
姿
勢
を

評
価
し
、
議
会
と
し
て
も
、
今
後
の
国
の
動
向
や
社
会
情
勢
を
注
視
し
、
積
極

的
な
議
論
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
多
治
見
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
お
よ
び
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
金
利
が
上
昇
す
る
局
面
に
お
い
て
、
企
業

債
の
借
り
入
れ
を
行
う
際
の
予
算
に
定
め
る
借
入
利
率
上
限
を
超
え
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
利
を
引
き
上
げ
る
議
案
（
3
・
0
％
を
5
・
0
％
の
引

き
上
げ
）
で
、
２
議
案
に
つ
い
て
も
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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